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三
重
短
期
大
学
同
窓
会
平
成

二
十
九
年
度
決
算
・
事
業
報
告
・

会
計
監
査
報
告
及
び
平
成
三
十
年

度
予
算
・
事
業
計
画
は
、
五
月

二
十
日
の
役
員
会
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
（
決
算
・
予
算
表
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
参
照
）
。
ま
た
、
役
員

の
役
職
も
一
部
変
更
、
永
年
副
会

長
を
務
め
て
頂
い
た
宮
木
清
氏
が

顧
問
に
就
任
、
副
会
長
に
中
川
悟

氏
（
法
Ⅱ
17
期
）
浜
口
美
恵
子
氏

（
法
Ⅱ
22
期
）
が
就
任
。
常
任
幹

事
の
戸
島
幹
夫
氏
が
辞
任
、
新
し

く
田
中
守
氏
（
法
Ⅱ
15
期
）
が
常

任
幹
事
に
就
任
し
ま
し
た
。
（
以

上
の
件
、
二
〇
一
九
年
六
月
開
催

の
同
窓
会
総
代
会
で
報
告
）

　
平
成
三
十
年
度
の
同
窓
会
事

業
（
四
～
九
月
）
活
動
は
、
役
員

会
を
五
月
、
六
月
、
九
月
の
三
回

開
催
、
議
題
は
、
従
来
の
事
業
の

踏
襲
を
踏
ま
え
て
、
更
な
る
新
し

い
事
業
の
展
開
に
つ
い
て
が
中
心

で
す
。
総
代
会
を
構
成
す
る
幹
事

様
に
は
、
ハ
ガ
キ
に
よ
る
同
窓
会

の
事
業
活
動
推
進
に
つ
い
て
ご

意
見
を
求
め
ま
し
た
。
新
し
い

試
み
と
し
て
、
学
生
の
声
、
要

望
を
聞
く
学
生
自
治
会
役
員
の

役
員
会
参
加
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
大
学
事
務
局
内
に
着
信
記

録
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
兼
用
の
電
話
機

（
０
５
９
・
２
３
１
・
７
７
７
０
）

を
設
置
し
ま
し
た
。
補
助
金
事
業

で
は
、
三
重
短
期
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
刷
新
事
業
経
費
と
し
て
三

重
短
期
大
学
教
育
振
興
会
と
折
半

で
供
出
、
二
〇
一
八
ア
ジ
ア
パ
ラ

競
技
大
会
に
出
場
の
前
川
楓
さ
ん

に
激
励
金
を
支
給
し
ま
し
た
。

ー
役
員
会
に
学
生
自
治
会
役
員
参
加
ー

平
成
二
十
九
年
度

決
算
・
事
業
報
告
・
会
計
監
査
報
告 

及
び

平
成
三
十
年
度

予
算
・
事
業
計
画 

上
半
期
事
業
の
展
開

新 役 員名簿

法 経 科 家 政 科

氏　　名 期 氏　　名 期

会 長 中村　隆義 法Ⅱ 6 会計監 査 奥山千寿子 家政 2

顧 問 宮木　　清 法Ⅱ 3 常任 幹 事 浜地　弘子 家政 3

副 会 長 中川　　悟 法Ⅱ17 書 記 丸山　洋子 家政 10

副 会 長 浜口美恵子 法Ⅱ 22 会計（補） 図司　直美 家政 18

会計監査 坂田　赳夫 法Ⅱ 3 書 記 伊東あつ子 家政 20

常任幹事 田中　　守 法Ⅱ15 会 計 中井　晴美 家政 23

書 記 河野　由佳 家政 33

　
私
は
、
退
職
後
「
忙
中
閑
有
」

か
ら
「
閑
中
遊
有
り
」
に
生
活
が

一
変
「
閑
」
が
私
を
支
配
す
る
日
々

と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
閑
を
有
意

義
に
使
う
こ
と
に
決
め
た
。

　
生
涯
学
習
な
ど
と
い
う
大
げ
さ

な
も
の
で
は
な
く
「
遊
び
」
を
キ

イ
ー
と
し
て
、
さ
さ
や
か
な
が
ら

悔
い
の
な
い
生
甲
斐
探
し
で
あ

る
。
自
分
な
り
の
生
涯
活
動
、
今

流
の
終
活
で
あ
る
。

　
「
健
康
維
持
」
「
友
達
づ
く
り
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
三
本
柱
と

す
る
「
自
分
流
生
涯
活
動
」
を
展

開
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
２
０
０
０
年
に
三
重
県
下
の
市

町
村
を
会
場
に
し
た
全
国
生
涯
学

習
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
に
四
日
市
市
の

イ
ベ
ン
ト
企
画
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
画
し
た
。
そ
の
後
、
四
日
市
市

民
大
学
、
三
重
長
寿
社
会
大
学
に

学
び
、
そ
れ
な
り
の
社
会
人
と
し

て
の
生
甲
斐
を
体
験
、
二
十
年
余

り
が
経
過
し
た
。

　
長
寿
大
学
は
三
重
県
の
予
算
の

都
合
で
廃
校
と
な
っ
た
が
「
園
芸

福
祉
」
を
こ
こ
で
学
び
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
日
本
園
芸
福
祉
普
及
協
会
の

認
定
す
る
初
級
園
芸
福
祉
士
の
資

格
を
と
っ
た
。
活
動
と
し
て
は
、

高
齢
者
福
祉
施
設
、
保
育
園
な
ど

幼
児
施
設
を
訪
れ
、
花
作
り
や
自

  

秋
潮
や
星
煌
め
か
す
終
夜

残
る
虫
孤
独
な
る
闇
さ
ぐ
り
鳴
く

閑
け
さ
や
月
下
の
萩
の
紅
明
か
り

遊
歩
道
イ
ブ
モ
ン
タ
ン
の
枯
葉
か
な

ド
ラ
ム
缶
囲
み
牡
蠣
焼
く
浜
桟
敷

節
制
の
二
文
字
身
に
入
む
齢
か
な

空
銚
子
左
手
で
振
る
良
夜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
隆
義

1.「同窓名簿」のあり方を検討

「同窓名簿」の発行に関しては、必要性の有無が問われており役員会で検討を重ねた。

2. 協賛事業 

卒業記念パーティの共催

3. 助成事業

学生自治会・クラス会への助成

4. 会報の発刊

「みえたん」67 号、68 号の発刊

5. 卒業生への学位記ホルダー、会報の贈呈

6. 新入生からの終身会費の受入れ

7. 会議運営、その他

　⑴　平成 29 年 ４ 月 ６ 日　入学式

　⑵　平成 29 年 ５ 月 11 日　教育振興会・役員会

　⑶　平成 29 年 ６ 月 10 日　役員会

　⑷　平成 29 年 ６ 月 24 日　総代会

　⑸　平成 29 年 ７ 月 22 日　役員会

　⑹　平成 29 年 11 月 ４ 日　役員会

平成30年度事業計画 三重短期大学同窓会

1.「同窓名簿」の発行問題について

「同窓名簿」発行については、前年に引続き検討事項とするが、最終的には来年の総

代会で意見を聴取する。

2. 協賛事業

大学、学生自治会の主催事業への協力及び卒業記念パーティの共催

3. 助成事業

　クラブ活動、学生自治会、クラス会への助成

4. 会報の発刊・ホームページの充実

「みえたん」69 号、70 号予定（投稿原稿が多ければ発行回数増す）

5. 卒業生への学位記ホルダー、会報の贈呈

6. 新入生からの終身会費の受入れ

7. 会議運営

役員会の開催、会報の編集会議の開催

8. 三重短期大学教育振興会ほか、会議への参加

平成29年度事業報告 三重短期大学同窓会

⑺　平成 29 年 11 月 18 日　大学祭

⑻　平成 30 年 １ 月 20 日　役員会

⑼　平成 30 年 ２ 月 10 日　役員会

⑽　平成 30 年 ３ 月 10 日　編集会議

⑾　平成 30 年 ３ 月 21 日　卒業式

己
流
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
し
て
共
に

楽
し
ん
で
い
る
。
一
つ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
あ
る
。

　
市
民
大
学
や
長
寿
大
学
は
、
個

性
豊
か
な
一
般
社
会
人
が
学
生
で

あ
っ
た
た
め
、
遊
び
友
達
、
飲
み

友
達
も
多
く
で
き
、
気
の
合
う
連

中
が
現
在
で
も
声
を
掛
け
合
っ
て

楽
し
ん
で
い
る
。
短
大
同
窓
会
で

も
こ
の
様
な
こ
と
が
で
き
れ
ば
い

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
、
私
が
楽
し
ん
で
い
る

「
遊
び
」
を
拾
っ
て
み
ま
す
と
「
山

歩
き
」
こ
れ
は
、
御
在
所
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
の
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
を
買

い
、
頂
上
付
近
を
歩
き
四
季
の
景

色
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
「
俳
句
」
は
、
俳
句
結
社
・
煌

星
同
人
と
し
て
、
句
会
、
吟
行
を

し
て
い
ま
す
。
「
ゴ
ル
フ
」
「
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」
は
月
一
、
二
回

「
花
作
り
」
は
、
四
日
市
市
民
花

作
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
員
と
し

て
活
動
し
て
い
る
。
「
旅
行
」
友

人
と
四
季
折
々
、
日
帰
り
が
多
い
。

「
シ
ュ
ノ
―
ケ
リ
ン
グ
」
今
年
は

や
め
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
「
勉

強
会
参
加
」
伊
藤
達
雄
先
生
（
都

市
環
境
学
）
主
宰
の
都
市
環
境
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
会
員
と
し
て
月
一
回
例

会
に
出
席
。
こ
の
ほ
か
各
種
団
体

が
主
催
す
る
講
演
会
、
セ
ミ
ナ
ー

へ
の
参
加
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
同

窓
会
の
皆
様
も
遊
び
心
を
お
お
い

に
楽
し
ん
で
下
さ
い
。
そ
し
て
、

同
窓
会
新
聞
に
寄
稿
し
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

申請書はホームページに有りますのでご利用下さい。

クラス会の助成について

大学祭

クラス会や同窓会の開催に対して、１人1,000円の助成をしています。同窓会名、

代表者名、開催日、時、場所、出席者名簿、振込銀行名を添えて申請して下さい。

同窓会専用の教室も用意しています。

是非お越し下さい。平成30年11月17日（土）　

中井 晴美まで   
（同窓会会計担当）    

059（292)3022
三重県津市香良洲町 5708

申請その他の
問い合せは 三重短期大学同窓会 検 索

我が余生

「閑中遊有」

我が余生

「閑中遊有」
自己流

生涯活動の楽しみ

自己流

生涯活動の楽しみ

六期法Ⅱ

中 村 隆 義

六期法Ⅱ

中 村 隆 義

趣
味 

俳
句

秋
を
詠
む
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障
が
い
の
あ
る
ア
ス
リ
ー
ト
た

ち
が
自
ら
の
限
界
や
記
録
に
挑
む

２
０
１
８
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ア
ジ

ア
パ
ラ
競
技
大
会
（
２
０
１
８
年

10
月
６
日
開
催
）
の
開
会
式
で
入

場
す
る
日
本
選
手
団
の
旗
手
を
務

め
た
前
川
楓
さ
ん
（
20
歳
）
は
、

三
重
短
期
大
学
生
活
科
学
科
で
食

物
栄
養
学
を
専
攻
す
る
一
年
生
で

す
。
日
本
が
誇
る
パ
ラ
ア
ス
リ
ー

ト
の
一
人
で
す
。

　
「
日
本
選
手
団
の
旗
手
に
選
ば

れ
る
な
ん
て
夢
の
よ
う
で
し
た
。

大
会
前
、
学
校
で
の
壮
行
会
、
寄

せ
書
き
ま
で
頂
き
感
激
し
ま
し

た
。
走
る
楽
し
さ
・
跳
ぶ
喜
び
・

そ
し
て
多
く
の
人
々
と
の
出
合

い
、
ふ
れ
会
い
・
・
「
義
足
」
は
、

素
晴
ら
し
い
世
界
を
私
に
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
当
面
の
目
標

は
、
学
問
を
お
ろ
そ
か
に
せ
ず
、

２
０
２
０
年
の
東
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
の
メ
ダ
ル
獲
得
を
目
指

し
練
習
に
励
み
ま
す
・
・
」
前
川

楓
さ
ん
の
表
情
は
明
る
い
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
部
活
と

し
て
楽
し
む
中
学
三
年
生
だ
っ
た

２
０
１
２
年
の
夏
、
愛
犬
と
散
歩

中
の
楓
さ
ん
に
交
通
事
故
と
い
う

思
い
も
か
け
ぬ
出
来
事
が
襲
い
か

か
っ
た
。
右
足
大
腿
部
切
断
と
い

う
大
事
故
だ
っ
た
。
こ
の
日
か
ら

楓
さ
ん
の
「
左
足
と
義
足
の
右
足
」

の
生
活
が
始
ま
っ
た
。
死
に
た
い

と
思
う
ほ
ど
の
苦
痛
を
乗
り
越
え

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
楓
さ
ん

を
取
り
巻
く
同
級
生
、
病
院
関
係

者
の
励
ま
し
だ
っ
た
。

　
県
立
津
東
高
校
に
入
学
、
義
足

で
の
学
園
生
活
は
将
来
の
こ
と
を

考
え
る
と
不
安
も
あ
っ
た
が
、
リ

ハ
ビ
リ
の
た
め
始
め
た
陸
上
競
技

が
、
精
神
面
、
肉
体
面
で
楓
さ
ん

を
変
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
担
当
医
や
関

係
者
の
勧
め
も
あ
っ
て
参
加
し
た

２
０
１
５
年
１
０
月
カ
タ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
Ｉ

Ｐ

Ｃ

（
国
際
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）
陸
上
競
技

世
界
選
手
権
大
会
で
女
子
１
０
０

ｍ
競
争
（
競
技
ク
ラ
ス
ｔ
42
）
に

七
位
で
入
賞
、
翌
年
の
九
月
に
は

リ
オ
ネ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ

た
２
０
１
６
リ
オ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
走
幅
跳
で
四
位
入
賞
（
日

本
新
記
録
３
ｍ
68
を
出
す
）
陸
上

で
は
七
位
に
入
賞
し
た
が
、
世
界

の
壁
の
厚
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ

た
。

　
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
、
な

ん
と
か
世
界
の
壁
を
破
り
た
い
・
・

こ
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は

基
本
か
ら
勉
強
す
る
必
要
性
を
痛

感
、
２
０
１
６
年
10
月
、
鈴
鹿
市

で
ス
ポ
ー
ツ
教
室
「
イ
ム
ラ
・
ア

ス
リ
ー
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
を
主
宰
す

る
井
村
久
美
子
さ
ん
（
健
常
者
の

女
子
走
り
幅
跳
び
の
日
本
記
録
保

持
者
）
を
訪
ね
コ
ー
チ
を
懇
願
、

ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
の
基
本
か
ら

体
調
管
理
、
走
る
跳
ぶ
技
術
、
フ

オ
ー
ム
の
改
善
、
パ
ホ
ー
マ
ン
ス

ま
で
を
毎
月
、
毎
週
五
日
間
、
三

時
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
指
導
を

受
け
、
現
在
も
継
続
し
て
い
る
。

　
前
川
楓
さ
ん
は
、
井
村
コ
ー

チ
の
指

導
よ
ろ
し
き

を
得
て
、

２
０
１
７
年
５
月
大
分
パ
ラ
陸
上

走
幅
跳
で
１
位
、
同
７
月
世
界
パ

ラ
陸
上
ロ
ン
ド
ン
大
会
で
銀
メ
ダ

ル
、
２
０
１
８
年
６
月
第
23
回

関
東
パ
ラ
陸
上
競
技
選
手
権
で

2020 年東京パラリンピック

出場を目指すパラアスリート

前川楓さん・生活科学科１年生

三重短同窓会現役会員

短大での壮行会

ア
ジ
ア
・
日
本
記

録
を
更
新
す
る
走

幅
跳
４
ｍ
05
を
出

し
て
１
位
、
陸
上

１
０
０
ｍ
で
は
自

己
ベ
ス
ト
の
16
秒

74
の
日
本
新
記
録
、

ア
ジ
ア
新
記
録
を

出
し
て
い
る
。

　
期
待
さ
れ
て
い

た
２
０
１
８
年
10

月
の
ア
ジ
ア
パ
ラ

競
技
大
会
は
、
残

念

な

が

ら

陸

上

１
０
０
ｍ
で
２
位
、

走
幅
跳
５
位
だ
っ

た
。
「
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
自
分

の
置
か
れ
て
い
る
立
場
を
し
っ
か

り
見
つ
め
、
初
心
を
忘
れ
ず
練
習

に
励
ん
で
ほ
し
い
。
パ
ラ
期
待
の

星
で
あ
る
の
だ
か
ら
・
・
」
と
コ
ー

チ
の
井
村
久
美
子
さ
ん
は
語
る
。

20
歳
の
伸
び
盛
り
、
２
０
２
０
年

の
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
メ

ダ
ル
獲
得
は
夢
で
は
な
い
。

　
さ
て
、
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
の
魅

力
は
、
競
技
を
通
じ
て
人
々
に
夢

と
勇
気
を
与
え
る
こ
と
に
も
あ

る
。
マ
イ
ナ
ス
思
考
を
跳
ね
返
す

精
神
力
・
勇
気
、
困
難
に
打
ち
勝

つ
強
い
力
、
決
意
、
人
の
心
を
揺

さ
ぶ
り
駆
り
立
て
る
力
、
多
様
性

を
認
め
、
創
意
工
夫
に
気
づ
か
せ

る
力
が
あ
る
。

　
前
川
楓
さ
ん
は
、
三
菱
ケ
ミ
カ

ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
本
社
・

東
京
）
グ
ル
ー
プ
の
シ
ン
ク
タ
ン

ク
地
球
快
適
化
イ
ン
ス
テ
イ
テ

ユ
ー
ト
（
本
社
東
京
）
と
契
約
、

ス
ポ
ー
ツ
用
義
足
の
開
発
に
協
力

す
る
一
方
、
学
校
や
福
祉
施
設
、

テ
レ
ビ
、
新
聞
雑
誌
な
ど
で
パ
ラ

ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
の
生
き
ざ
ま

を
語
り
、
人
々
が
困
難
に
打
ち
勝

つ
強
い
精
神
力
、
忍
耐
力
を
育
む

た
め
の
お
役
に
た
て
れ
ば
と
し
て

活
動
も
続
け
て
い
る
。
同
窓
会
と

し
て
も
こ
ん
な
前
川
楓
さ
ん
を
今

後
と
も
応
援
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

十
期
生
名
古
屋
会

　
「
十
期
生
名
古
屋
会
」
は
毎
年

ラ
ン
チ
程
度
の
食
事
と
、
そ
の
後

喫
茶
店
へ
移
動
し
、
ス
イ
ー
ツ
は

別
腹
よ
ね
、
と
お
し
ゃ
べ
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
若
い

方
、
や
さ
し
い
バ
ア
バ
の
方
、
ま

毎
年
恒
例
の
ク
ラ
ス
会

　
日
増
し
に
秋
を
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
十
月
十
三
日
。

　
食
物
栄
養
三
十
三
期
の
ク
ラ
ス

会
を
名
古
屋
ゲ
ー
ト
タ
ワ
ー
に
あ

る
「
厨 

盛
田
」
に
て
行
い
ま
し
た
。

　
毎
年
夏
に
や
っ
て
い
た
ク
ラ
ス

会
を
幹
事
さ
ん
た
ち
の
粋
な
計
ら

い
で
、
今
年
初
め
て
秋
に
行
い
ま

し
た
。

　
集
合
場
所
か
ら
、
短
大
時
代
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
会
場
ま
で
の

途
中
で
、
記
念
撮
影
。

　
卒
業
し
て
丁
度
二
十
年
を
機

に
今
回
、
恩
師
の
先
生
方
を
お
招

き
し
て
の
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
学
校
の
あ
る
津
市
で
と
考
え
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
東
洋

軒
に
て
開
催
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
子
育
て
世
代
で
も
あ
る
た
め
参

加
者
は
少
し
少
な
め
で
し
た
が
、

卒
業
以
来
顔
を
合
わ
せ
た
同
級
生

と
も
、
ま
る
で
学
生
時
代
の
時
の

ま
ま
の
様
に
話
が
弾
み
、
あ
っ
と

い
う
間
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
恩
師
の
先
生
方
も
、
変

わ
ら
ず
元
気
に
ご
活
躍
さ
れ
て
お

り
、
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

だ
有
職
の
方
、
余
暇
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
と
世
界
各
国
へ
出
か
け

る
方
…
後
期
高
齢
者
と
は
誰
が
区

別
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し

最
近
（
近
年
）
は
、
親
で
な
く
夫

の
介
護
で
不
参
加
の
仲
間
が
チ
ラ

ホ
ラ
。
も
っ
と
賑
や
か
に
と
三
重

県
の
方
も
参
加
。
振
り
返
れ
ば

　
美
味
し
い
料
理
を
楽
し
み

な
が
ら
、
昔
話
や
そ
れ
ぞ
れ

の
近
況
な
ど
、
時
間
が
経
つ

の
も
忘
れ
て
、
旧
交
を
温
め

て
い
ま
し
た
。

　

卒

業

し

て

三

十

余

年
。

五
十
才
を
過
ぎ
、
お
互
い
健

康
の
大
切
さ
を
痛
感
し
、
い

つ
ま
で
も
ク
ラ
ス
会
が
続
く

よ
う
願
い
な
が
ら
、
ス
テ
キ

な
時
間
の
共
有
は
、
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。

食
物
栄
養
専
攻
33

期
生

掘
　
　
典
子

　
ま
だ
ま
だ
話
し
足
り

な
か
っ
た
の
で
す
が
、

近
況
報
告
も
行
い
、
良

い
交
流
の
場
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
今
回
初
め
てL

IN
E

グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
改

め
て
名
簿
の
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。

　
次
回
は
５
年
後
を
企

画
し
て
い
ま
す
が
、
皆

さ
ん
元
気
で
会
え
る
こ

と
を
心
か
ら
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

食
物
栄
養
専
攻
46

期
生

坂
本
　
恵
梨

　
短
大
同
窓
会
の
生
き
字
引
的
存

在
で
も
あ
る
副
会
長
の
宮
木
清
さ

ん
、
足
腰
が
少
し
不
自
由
に
な
ら

れ
た
こ
と
を
理
由
に
副
会
長
を
辞

退
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
顧
問
と

し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

※
同
窓
会
役
員
も
高
齢
化
が
進

み
、
若
い
人
の
役
員
参
加
を

期
待
。
ど
な
た
か
同
窓
会
活

動
に
意
欲
の
あ
る
方
を
知
り

ま
せ
ん
か
。
学
生
自
治
会
に

は
、
役
員
Ｏ
Ｂ
で
同
窓
会
活

動
に
関
心
の
あ
る
方
を
探
す

依
頼
を
し
て
い
ま
す
。

※
趣
味
の
欄
を
創
り
ま
し
た
。
趣

味
を
同
じ
く
す
る
人
、
こ
れ

か
ら
や
っ
て
み
た
い
人
、
同

窓
会
員
の
親
睦
交
流
に
も
お

使
い
下
さ
い
。
投
稿
連
絡
は
、

電
話
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
願
い

し
ま
す
。
　

※
同
窓
会
事
業
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
総
代
会
を
構
成
す
る

幹
事
さ
ま
百
余
人
に
同
窓
会

の
活
動
、
取
組
み
を
書
面
に

し
、
今
後
の
活
動
、
事
業
に

対
す
る
ご
意
見
を
ハ
ガ
キ
を

同
封
、
締
め
切
り
期
限
付
き

で
お
願
い
し
ま
し
た
。
結
果

は
、
返
信
五
通
。

※
内
二
通
を
紹
介
「
親
睦
事
業

を
第
一
義
と
す
べ
し
、
卒
業

期
を
二
、
三
十
年
位
に
区
切
り

集
い
を
同
窓
会
主
導
で
開
催

…
思
い
切
っ
た
予
算
措
置
を

…
」
「
同
窓
会
名
簿
の
作
成
よ

り
も
、
在
学
生
に
役
立
つ
予

算
の
使
い
方
を
」

※
三
重
短
期
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
同
窓
会
欄
を
更
新
さ
せ

ま
し
た
。
同
窓
会
新
聞
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。
お
知
り
合

い
の
同
窓
生
に
も
教
え
て
あ

げ
て
下
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
会
員
の
情
報
、
近
況
欄

を
掲
載
予
定
で
す
。

我

が

ク

ラ

ス

会

七
十
六
年
の
歳
月
の
中
、
二
年
間

だ
け
の
学
生
生
活
で
し
た
が
、
す

ぐ
当
時
の
気
分
に
な
り
話
題
が
尽

き
ま
せ
ん
。

　
来
年
の
幹
事
・
場
所
（
桑
名
市
）
、

月
日
ま
で
決
め
て
「
元
気
で
又
、

会
お
う
ね
」
と
再
会
を
約
束
し
ま

し
た
。
　
　   

　
　
奥
崎
佐
和
子

中央が前川楓さん

同

窓

春

秋


